「いいえ、 やたらに 打ち だした の は t 家へ 引つ こんで 

からです よ。 ちょっと これ を 待って ちょうだ いご 

「なりません ご と 石 井 翁、 一 ぶく つけて ス パリス パリ 

ゆうぜん 

と 悠然た る ものである。 

き リ 

「だ つて この 切断 は 全く わたしの 見落としです もの ご 

「だから さっきから、 わし は 「待ちません よ、」 「待ち 

ません よ」 と 二 三度 も 警告 を 発して おいた じ やない 

ゝ o _ 

力 」 

「待ちません は あなたの 口癖です よご 

「だれが そんな 癖 をつ けました、 わたしに ご 

武は 思わず クスリ と 笑った。 



「それじゃ どう あ つ て も 待つ てくだ さらん の ご 

「マァ 待ちますまい、 癖になる から ご 

と言われて、 叔母 は 盤面 を 見渡して しばらく 考えて 

ヽ こ、、. i ヽ 

レたカ 

「それじゃ 投げましょう。 そこが 切れて は 碁に はなり 

ません もの ご 

「まずそう 言 つたよう な 形 だね ご 

そこで 叔母 は 投げ出した。 これから 改まって 挨拶が 

済む と、 雑談に 移リ、 武は 叔父 叔母 さし 向かいで、 た 

いがい 毎日 碁 を 打つ 事、 娘 ふたり はきょう 上野 公園に 

散歩に 出かけた 事な ど 聞かされた。 



事に 腹 を 立てす ぐ 衝突して 職業から 離れて しまう。 第 

三に、 妙に 遠慮深い ところが ある こと。 

なるほどそう 聞かされ ると 翁の 知人 どもの いわゆる 

『理由』 は 多少の 『理由』 を 成して いる。 

けれど 大 なる 理由が まだなければ ならぬ。 人が もし 

壮年の 時から 老人の 時まで、 純然たる 独身生活す なわ 

ち 親子 兄弟の 関係から も 離れて ただ 一 人、 今の 社会に 

住むなら 並み大抵の 人 は 河 田 翁と 同様の 運命に 陥り は 

せまい か、 老いて ますます 富み かつ 栄える ものだろう 

ゝ o 

力 

翁の 子 敬 太郎は 翁と まるきり 無関係で 育ち かつ 世に 



帯の 間から 銀時計の 大きい の を 出して 見て、 

「三時 半です」 

r ィャ それじゃもう 行か なきやな らん ご と 河 田 翁 は 

口早に 言って、 急に 声 を 潜め、 あたり を きょろきょろ 

見回しながら、 

「実は わたし、 このごろ ある 婦人会の 集金 係 をして い 

るので すから、 毎日 毎日 東京 じゅう をへ めぐらされる 

ので、 この 年で はとても やり切れなくな りました、 そ 

こで も 少し 楽な 仕事 をと 頼んで 歩きましたら、 やっと 

うまい 口が 発見つ たんです。 それ は 食 扶持 いっさいむ 

こう 持ちで 月給が 七 円 だとい うのです、 それで からだ 
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